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1.  はじめに 
 近年、高齢者における最も重要な栄養問題は、たんぱく
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13年 4月 1日施行、平成 16年 12月 28日全部改正、平成
17年 6月 29日 1部改正)」、「臨床研究に関する倫理指針（厚
生労働省、平成 15年 7月 30日施行、平成 16年 12月 28日
全部改正）」、「栄養改善に関する研究を実施するにあたって
の倫理原則および栄養改善に関する研究の倫理指針（日本
栄養改善学会、平成 15年 9月 17日施行）」さらに「独立行
政法人国立病院機構臨床研究等倫理規程（国立病院機構、








2.2.1  血液検査 
同意の得られた調査対象者への採血（10ml程度）は全身















































3.1  症例の概要 
 症 例：54歳、男性、介護度５ 
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